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３｜外国人受入環境整備交付金の活用例  

 外国人受入環境整備交付金の活用例を紹介します。以下は過去の事例を参考に

していますが、実際に整備・運営する場合は、地域の実情や相談需要等を踏まえ

て行っていただくようお願いします。 

（１）交付限度額２００万円の活用例  

【整備事業・経費内訳】 

名称 数量 金額（税込） 

看板作成・設置 － １５０，５００円 

パンフレット棚 １台 ６６，０００円 

パーテーション ２台 １１０，０００円 

ポスター・チラシ作成費 － ２５０，０００円 

ホームページ開設 － ５００，０００円 

消耗品（封筒、ペン等） － １００，０００円 

合計 － １，１７６，５００円 

 

 

  
名称 数量 金額（税込） 

タブレットリース料 ２台１０月 １０５，６００円 

翻訳・通訳ソフト利用料 ２台１０月 １３２，０００円 

研修参加旅費 年１回 １０，０００円 

通信料 １０月 １１８，８００円 

行政書士相談会謝金 年２回 ２０，０００円 

合計 － ３８６，４００円 

▶外国人住民数：２００人 
▶相談員：２名      

（地方公共団体職員が担当） 

【運営事業・経費内訳】 

 交付決定額 

１，１７６，０００円 

 交付決定額 

１９３，０００円 

交付率 

１／２ 

交付率 

10／10 

交付決定は 

千円単位で行います。 

なお、交付金の額の確定は 

実績に基づき、 

一円単位で行います。 

※整備に２か月を要し、６月に窓口を開設したと想定 
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（２）交付限度額５００万円の活用例  

【整備事業・経費内訳】 

名称 数量 金額（税込） 

翻訳機 ３台 １５０，０００円 

タブレット端末 ２台 １４０，０００円 

Wi-Fi ルーター １台 ２２，５００円 

ノートＰＣ ３台 ３９６，０００円 

通信初期費用 － １１，０００円 

看板作成・設置 － ２２０，４００円 

ＬＡＮケーブル貼替作業 － ５５０，０００円 

工事費（Wi-Fi 工事等） － １，６００，０００円 

事務机 ３台 ２１５，０００円 

カウンター ３台 ３３０，０００円 

椅子 ９脚 １９８，０００円 

待合ソファ ２脚 １８０，０００円 

パンフレット棚 ２台 ６６，０００円 

書棚 ３台 ２６４，０００円 

ホームページ開設 － ５５０，０００円 

ポスター・チラシ作成費 － ４４０，０００円 

合計 － ５，３３２，９００円 

 

 

 

  
名称 数量 金額（税込） 

相談員給与 ３人 ７，２００，０００円 

社会保険料事業主負担分 ３人 １００，０００円 

電話通訳業務委託料 ９月 ７２０，０００円 

通信料 ９月 ９，９００円 

賃貸借料 １２月 ３９６，０００円 

ＷＥＢサイト運営費 ９月 １，３２０，０００円 

合計 － ９，７４５，９００円 

※整備に３か月を要し、７月に窓口を開設したと想定 

 整備のために場所を借りる必要があることから賃貸借料は１２か月を計上 

▼設置レイアウト例 

▶外国人住民数：１，２００人 
▶相談員：３名 

【運営事業・経費内訳】 

▶市役所内に適当なスペース

がないため近隣の建物を賃貸 

 

交付率１０／１０（交付限度額の範囲内） 

５，０００，０００円 交付決定額 

交付率 

１／２ 

４，８７２，０００円 

 交付決定額 

 
交付決定は 

千円単位で行います。 

なお、交付金の額の確定は 

実績に基づき、 

一円単位で行います。 
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令和４年度実施ハンドブックアンケート結果 

■実施対象：令和 4 年度外国人受入環境整備交付金の交付決定を行った地方公共団体
（計２２８団体） 

■回答件数：１７２団体（回収率７５．４％） 

 

 ■R4 事業において参考にしたもの（複数回答可） 

令和３年１１月２９日に発行した初版「一元的相談窓口設置・運営ハンドブック」
について、活用状況や今後の見直しに関する要望等を収集するため、アンケートを令
和４年度に実施しました。結果は以下のとおりです。 

99
13

75

0 20 40 60 80 100 120

一元的相談窓口設置・運営ハンドブック
他の地方公共団体への視察等
その他参考にしたもの※

31
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前年度事業
要綱・手引書・Q&A
委託先等の意見  

■ハンドブックの評価 

0 20 40 60 80 100 120

とても不満
不満
普通
満足

とても満足
無回答

(1)デザイン・見やすさ等の校正 (2)掲載している情報の充実度
(3)文字数・分量※ (4)わかりやすさ

全ての項目で、「満足」の評価が最多！

「ハンドブックにしては文字量が多い」 

「多くの自治体はすべて読み込む余裕がないと思われ、ボリュームよりも簡潔にまとめるほうが効果的と考える。」等 

■ハンドブックで参考になった箇所（複数回答可） 

  TOP３ １位「一元的相談窓口の取組事例」（85pt） 

２位「交付金事務の１年の流れ」（83pt） 

３位「外国人受入環境整備交付金とは」（73pt） 

アンケートに御協力いただいた皆様、誠にありがとうございました。 

※ 
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